
実施計画事業評価

農業振興事業 B

遊休・荒廃農地対策事業 B

特産物普及奨励事業 A

重要業績評価指標
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担当部課等名 都市部　産業振興課

基本目標 二宮町で安心して働き、仕事を生み出しやすい環境をつくる

施策 身近な地域で働く希望を叶えるための雇用創出

プロジェクト 就農・地産地消応援プロジェクト

実施計画事業名 事務事業評価

総合戦略プロジェクト評価シート（平成27年度実績）
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指標名 基準値 目標値

成果や課題
（箇条書き）

・遊休・荒廃農地は、荒廃農地の発生・解消状況に関する調査において、増加傾向
は見られないが、減少するまでには至っていない。
・特産物については、オリーブを平成24年度から補助金等により普及奨励を進めて
おり、平成27年度には288本(総計1,752本)を定植するなど、栽培本数が増加してい
る。

二宮町における従業者数 5,568人
（平成24年経済センサス活動調査）

上昇
（平成29年経済センサス活動調査）

農業参入（法人・個人）数 ２件
（平成26年度実績値）

２件（人）
（平成27年以降の累積実績値）

総
合
評
価

Ⅰ：基本目標の達成に向け、講ずべき施策を構成するプロジェクトとして良好である
ため、引き続き推進する

Ⅱ：プロジェクトとしては順調に進行しているが、さらなる推進のためには、一
部、事業を改善する必要がある

Ⅲ：プロジェクト全体を見直す必要がある

Ⅳ：プロジェクトを休止・廃止する

説明
　平成27年度には、1件の新規農業参入者があり、一定数の農業参入者の確保はできて
いる。

④休止・廃止

意見等
　遊休・荒廃農地の解消やオリーブの普及奨励など、一定の成果は評価できる。
　引き続き推進し、重要業績評価指数を達成するだけでなく、更なる発展を目指す。

今後の方向性

来年度に向けた
課題や意見等

　農業参入者の引き続きの確保と、非農家が所有する農地の担い手への利用集積が課
題となっている。
　利用集積を促進することで、遊休・荒廃農地の解消を図り、特産物の普及奨励も進める
ことができると思われる。

評価者　[担当主管部長]

① 継続 ②一部改善 ③全面的な見直し

【参 考】（事務事業評価の評価指標）

Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため現状維持

Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、さらに改善の余地がある

Ｃ：事業の見直しが必要 Ｄ：事業継続の必要性がない（休止・廃

該当評価に

レを入れてください


